


お
よ
そ
二
〇
〇
年
前
の
文ぶ

ん

政せ
い

四
年

（
一八
二一）、
伊い

能の
う

忠た
だ

敬た
か

の
全
国
測

量
事
業
に
よ
り
完
成
し
た
日
本
図

「
大だ

い

日に

本ほ
ん

沿え
ん

海か
い

輿よ

地ち

全ぜ
ん

図ず

」（
伊

能
図
）
が
幕
府
に
上

じ
ょ
う

呈て
い

さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
測
量
隊
が
必
要
と
す

る
絵
図
を
作
製
し
た
神か

ん

田だ

助す
け

右え
衛
門も

ん

親
子
は
、
藩
領
内
を
測

量
し
、
伊
能
図
を
し
の
ぐ
正
確

さ
を
誇
る
松
江
藩
領
の
「
十
郡

絵
図
」
を
作
製
し
て
、
文
政
四

年
に
は
そ
の
小
絵
図
を
藩
に
提
出

し
て
い
ま
す
。
本
展
で
は
、
こ
の

よ
う
な
国
絵
図
の
ほ
か
郡
絵
図
や

城
絵
図
な
ど
松
江
藩
内
の
多
様

な
絵
図
（
絵
画
的
表
現
を
用
い

た
地
図
）
の一
端
を
展
観
し
、
江

戸
時
代
に
多
く
の
地
図
が
作
製

さ
れ
て
広
ま
っ
て
い
く
様
子
を
た

ど
り
ま
す
。

※各種イベントの詳細は企画展チラシやホームページで
随時ご案内します。また、新型コロナウイルス感染症
の影響により予定を変更する場合があります。

日本名所之絵（日本鳥瞰図）　鍬
くわ
形
がた
蕙
けい
斎
さい
作（個人蔵）

会場:松江歴史館 歴史の指南所　
定員:各60名（先着順）、要申込
時間:各回とも14:00～15:30

聴講無料

担当学芸員による展示解説を行います。

2/6㈰､2/20㈰、3/13㈰
時間：14:00 ～ 15:00　会場：企画展示室
年間パスポートまたは企画展鑑賞券が必要。

2/12㈯	 「江戸時代に花開く地図の世界」
	 講師：上杉 和央 氏（京都府立大学  准教授）
2/23(水・祝)	「江戸後期の地図事情と神田家」
	 講師：岡 宏三 氏（島根県立古代出雲歴史博物館  専門学芸員）
3/6㈰	 「斐伊川東流　新たな知見」
	 講師：大矢 幸雄  氏（松江市史編さん委員〔絵図·地図部会長〕）

松江藩の道
どう

中
ちゅう

吟
ぎん

味
み

役
やく

足
あし

軽
がる

として参勤交代の手配を
した神

かん

田
だ

助
すけ

右
え

衛門
もん

（初代）が、天
てん

明
めい

２年（1782）
に道中の距離や交通情報を一目でわかるように工
夫して作製した珍しい地図です。一町（丁）刻み
の目

め

盛
もり

を用いて松江と江戸の間の距離を示し、人
馬賃銭や船賃など街道の情報が記されていて、八
つ折りすると縦16.5cm、横7cmの小型サイズにな
ります。この頃の藩主松

まつ

平
だいら

治
はる

郷
さと

（不
ふ

昧
まい

）が参勤交
代する際に、携帯して活用したことでしょう。

出雲国のうち支藩の広
ひろ

瀬
せ

·母
も

里
り

両藩を除く
松江藩領内を、郡ごとに平地を色分けし、
村境を破線で画して、山や川などの地形を
描いています。本図余白の記載などから、
神
かん

田
だ

助
すけ

右
え

衛門
もん

（二代武
ぶ

兵
へ

衛
え

）が藩命によ
り文化３年（1806）から文

ぶん

政
せい

３年（1820）
にかけて、息子新

しん

二
じ

の協力を得て測量して
作製した藩領内の大絵図を、翌４年（1821）
に縮

しゅく

写
しゃ

した小絵図であることがわかります。
伊能図をしのぐ正確さで、神田助右衛門
の絵図作製能力の高さがうかがえます。

（松江から出
あ だ か え

雲郷付近）寸
すん

里
り

道
どう

地
ち

図
ず

（松江歴史館蔵）

出雲国十郡絵図
（島根県立図書館蔵）

参勤交代の距離や交通情報が一目でわかる

想像力豊かな日本の
鳥瞰図も！浮世絵師による

伊
い
能
のう
忠
ただ
敬
たか
の日本図をしのぐ正確さ

講演会

会 期 等 情 報

ギャラリートーク

※基本展示室とのセット券:料金は大人
800円（640円）、小·中学生400円（320円）
※（　）内は20名以上の団体料金
※高校·大学·専門学校に通う学生は学生
証の提示で企画展示（または基本展示
とのセット券）が団体料金

休 館 日	毎週月曜日 
※ただし3/21（月·祝）は開館、3/22（火）が休館日。

開館時間	 9:00～17:00(観覧受付は16:30まで）
会　　場	 松江歴史館  企画展示室
主　　催	 松江歴史館
観 覧 料	 大人500円(400円)
	 小·中学生250円（200円）

2/4㈮-4/10㈰
令和4年（2022）

企画展
「松江藩と絵図–花開いた地図の世界–」

「
松
江
藩
と
絵
図
」

開
催
特
報
！

企
画
展
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刻みたばこ入れ（未完成品）
２代小林幸八作（松江市蔵）

波
なみ
錨
いかり
文おおむつき（松江歴史館蔵）

松江のものづくり

出雲神社巡拝記の版本と版木
（松江歴史館蔵）

虎図
小村大雲画
（若槻家蔵） 会期：令和4年(2022)

　　  3月1日(火)～4月3日(日)
会場：展示室前展示ホール
　　 （観覧無料）会期：12月28日（火）～令和4年（2022）2月27日（日）

会場：展示室前展示ホール（観覧無料）

藍染木綿
前半の展示では、藍

あい

染
ぞめ

木
も

綿
めん

を紹介し
ます。出雲地方では、嫁

よめ

入り道具や出
産祝いに木

も

綿
めん

地
じ

に吉
きっ

祥
しょう

文
もん

を藍染めし
たものを贈る風習がありました。産

うぶ

湯
ゆ

に浸
つ

かった赤ん坊をくるむ布の
「湯あげ」は、鶴と亀や松

しょう

竹
ちく

梅
ばい

などの
めでたい文

もん

様
よう

を藍染筒
つつ

描
がき

で染め、赤
く染め分けられた端の赤い部分で顔
を拭くと丈夫な子に育つと言われて
いました。ここでは、孫ごしらえ（出
産祝い）として作られた、湯あげ・子

こ

負
おい

帯
おび

（おんぶ紐）・むつき（おむつ）な
ど5点を展示します。

木地師・2代小林幸八の仕事
後半の展示では、松江市八

や

雲
くも

町
ちょう

熊
くま

野
の

出身の木
き

地
じ

師
し

・2代小
こ

林
ばやし

幸
こう

八
はち

（本名:
安
あ

達
だち

真
しん

市
いち

、1878-1935）の仕事を紹介し
ます。初代小林幸八に木工轆

ろく

轤
ろ

を
習った2代幸八は、盆や蓋

ふた

物
もの

、棗
なつめ

、香
こう

合
ごう

を多く制作し、数々の賞を受賞しま
した。塗

ぬ

師
し

の5代小
こ

島
じま

漆
しっ

壷
こ

斎
さい

の木地も
挽
ひ

いています。2代幸八が使用した道
具や未完成品などは、一括で松江市
の指定文化財（有形民俗文化財）と
なっています。本展では市指定の道
具などの一部を展示します。

江戸時代中期以降、お伊
い

勢
せ

参
まい

りに
代表される社寺巡

じゅん

礼
れい

が人気となる
中で、人 を々旅へと誘

いざな

い、旅の手助
けとなる旅行案内記（ガイドブック）
の刊行が全国的に盛んになり、地
図も数多く出版されていきます。こ
の出版事業を支えたのが木版印
刷の技術です。天

てん

保
ぽう

４年（1833）刊

行の「出雲神社巡拝記」は出雲国
内の399の神社を巡拝するための
旅行案内記で、木版印刷に使われ
た75枚の版木が残っています。旅
を支えた出版文化を垣間見ます。

令和4年（2022）は寅
とら

年です。松江出
身の総理大臣若槻禮次郎が所蔵して
いた虎の絵で年頭を飾ります。この絵
は禮次郎が総理大臣になった祝いと
して、出雲市平田町の大

おお

谷
たに

弥
や

吉
きち

が郷
土の画家である小

お

村
むら

大
たい

雲
うん

作の虎の絵
を贈ったものです。禮次郎は慶

けい

応
おう

3年
（1867）の寅年生まれです。禮次郎の
支援者であった大谷は、そのことを
わかった上で禮次郎に贈ったのでしょう。

松江藩の歴史や文化を紹介する基本展示室（常
設展示）では、お越しいただくたびに楽しんでいた
だけるよう、3か月に一度、大名行列図や町絵図、
刀剣などの資料を替えています。詳しいスケジュー
ルなどは随時ホームページでご案内しています。基本展示と企画展示、松江ホーランエンヤ

伝承館が1年間何度でも観覧無料

基本展示室も展示替えがあります

スポット展示

企画展「松江藩と絵図」関連ミニ展示ミニ展示

旅と地図を広めた木版印刷
―「出

い ず も

雲神
じ ん

社
じ ゃ

巡
じゅん

拝
ば い

記
き

」とその版木―
新春展示「虎」
―若

わ か

槻
つ き

禮
れ い

次
じ

郎
ろ う

コレクション―

基本展示観覧料

年間パスポート

大人510円	
小・中学生250円（20名以上の団体は2割引）

大人1,560円	
小・中学生780円

スポット展示とミニ展示は、新収蔵品や最新の研究にまつわる資料、四季にあわせた作品などを特集展示
する館内の小さな展示スペースです。おおよそ 2 ヶ月に一度、展示替えをしています。

会場:基本展示室最終コーナー（要基本展示観覧券）
会期:藍染木綿　11月30日(火)~令和4年(2022)1月30日(日)
　　  木地師·2代小林幸八の仕事　2月1日(火)~4月3日(日)
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松江歴史館では、松江の歴史
やゆかりの美術に関する講座

「松江おもしろ談義」を開催して
います。学芸員による1時間の
講座で、毎月1回、異なるテーマ
でお話ししています。ここでは、
本年5月、6月、7月に開催した講座
のダイジェストをお届けします。

蒔絵は、文
もん

様
よう

を漆で描き、その漆が固まらないうちに、
金·銀などの金属粉を蒔きつけて絵を表すものです。
平安時代以降、日本の装飾技法として発達してきまし
た。研

とぎ

出
だし

蒔絵·平
ひら

蒔絵·高
たか

蒔絵と呼ばれる技法を組み
合わせて風景や文様を立体的に表します。本講座で
は、当館所蔵の蒔絵作品４点（梨

な

子
し

地
じ

籬
まがき

菊
きく

文
もん

蒔
まき

絵
え

鞍
くら

·
鐙
あぶみ

、三
み

保
ほ

富
ふ

士
じ

薩
さっ

埵
た

清
せい

見
けん

図
ず

蒔
まき

絵
え

印
いん

籠
ろう

〔勝
ぬ

軍
る

木
で

庵
あん

光
みつ

英
ひで

 
作〕【図1】、春

はる

草
くさ

蒔
まき

絵
え

菓
か

子
し

重
じゅう

〔勝軍木庵光英 作〕【図
2】、菊

きく

文
もん

棗
なつめ

〔小
こ

島
じま

漆
しっ

壺
こ

斎
さい

作〕）を取り上げて、技法や見
どころについて画像を用いながらご紹介しました。

明治後期以降、山陰への高等教育機関の設置が切
望されます。大正7年（1918）にようやく鳥取県に高等
農林学校の設置が決定しました。先を越された島根
県は、県内外の有力者が運動し、地域の発展を目的
として高等学校を誘致して、翌年に旧制松江高等学
校の設置が決定するのです。ただし、設置には国へ
創設費の寄付が必要であり、県内外の有力者や地元
の八

や

束
つか

郡の人々から約35万円を集め、開校すること
になりました。旧制松江高等学校は、地域の発展に
結び付けたいという地
元の人々の想いにより
設置され、島根大学と
なった今でも多くの人
材を育て上げています。

茶道文化の特徴の一つにお好み茶器の制作がありま
す。一品制作ではじまったお好み物は、やがて茶道人
口の増加や家元制度が確立するにつれ数

かず

物
もの

の茶器制
作となり、千

せん

家
け

流の職方(職家)の千
せん

家
け

十
じっ

職
しょく

が有名です。
不昧にも好みの茶器を作る以下の職方がいました。

1 陶芸　
楽
らく

山
ざん

焼（長
なが

岡
おか

住
すみ

右
え

衛門
もん

）、
布
ふ

志
じ

名
な

焼（土
つち

屋
や

善
ぜん

四
し

郎
ろう

・
雲
うん

善
ぜん

、永
なが

原
はら

与
よ

蔵
ぞう

）
2 漆工　
原
はら

羊
よう

遊
ゆう

斎
さい

、小
こ

島
じま

漆
しっ

壺
こ

斎
さい

、
中
なか

山
やま

胡
こ

民
みん

、岸
きし

一
いっ

閑
かん

、松
まつ

枝
がえ

不
ふ

入
にゅう

3 木工　
小
こ

林
ばやし

如
じょ

泥
でい

、玉
たま

川
がわ

又
ゆう

徹
てつ

4 金工　
二代下

しも

間
つま

庄
しょう

兵
べ

衛
え

、高
たか

橋
はし

因
い な ば

幡、
金
かな

屋
や

五
ご

郎
ろ

三
さぶ

郎
ろう

不昧の指導のもと出雲地
方に工芸文化が醸

じょう

成
せい

され、
全国に誇る工芸技術が
育ったのです。

今年度はのこり4回開催を予定していま
す。（令和3年 〔2021〕12/12〔日〕、令和4年
〔2022〕1/23〔日〕、2/13〔日〕、3/13〔日〕）
演題や講師は市報や当館ホームページで
随時ご案内します。ぜひご参加ください。

時　間	 14：00～15：00
定　員	 60名（要申込、無料）
申込先	 松江歴史館 （TEL 0852-32-1607）

※新型コロナウイルス感染症の影響等により予定が
変更になる場合があります。

6月5月

7月

今後の予定

「漆
うるし

の世界 ～蒔
まき

絵
え

について～」
「淞

まつ

高
こう

の創設に
 関わった松江の人々」　

「松江藩の工芸文化 
  – 不

ふ

昧
まい

の職
しょく

方
かた

について–」

講師　副主任学芸員　大多和弥生講師　主任学芸員　新庄正典

講師　学芸専門監　藤間寛

【図2】【図1】
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松
江
藩
松
平
家
六
代
藩
主
松
平
宗

衍
は
江
戸
城
内
の
殿で

ん

中ち
ゅ
うで
、
同
席
の
大

名
た
ち
に
話
し
か
け
た
。「
手
前
の
領

国
出
雲
に
は
、
長
さ
三
尺
（
約
一
㍍
）

の
鮒ふ

な

や
茶
釜
の
よ
う
な
蕪か

ぶ
ら

、
長
さ
六
尺

も
の
藤
の
花は

な

房ぶ
さ

が
あ
り
ま
す
」
と
、
か

な
り
誇こ

大だ
い

に
自
慢
し
た
。
同
席
の
大
名

た
ち
は
、「
ほ
ほ
ー
、
そ
の
よ
う
な
見

事
な
も
の
が
ご
ざ
る
な
ら
、
ぜ
ひ
と
も

所し
ょ

望も
う

し
た
い
」
と
口
を
そ
ろ
え
た
。

　
江
戸
の
藩は

ん

邸て
い

か
ら
は
、
さ
っ
そ
く
国

元
に
伝
令
が
と
び
、
早
々
に
探
し
求
め

て
送
っ
て
く
れ
と
の
こ
と
。
松
江
の
藩は

ん

庁ち
ょ
うで
は
大
い
に
驚
き
、
さ
っ
そ
く
国
内

を
探
し
た
と
こ
ろ
、
三
尺
の
鮒
は
神か

ん

門ど

郡ぐ
ん

神じ
ん

西ざ
い

湖こ

（
出
雲
市
西
部
）
か
ら
、
六

尺
の
藤
の
花
は
市い

ち

成な
り

の
御お

立た
て

山や
ま

（
松

江
市
西
川
津
町
）
の
藤
棚
か
ら
、
そ
し

て
茶
釜
の
ご
と
き
蕪
は
、
楯た

て

縫ぬ
い

郡ぐ
ん

平ひ
ら

田た

村
（
出
雲
市
平
田
町
）の
百
姓
の
牛
小

屋
の
後
ろ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
見
出
し
て

江
戸
へ
送
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

【
筆
者
評
】 

宗
衍
は
出
ま
か

せ
で
話
し
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。で
も
、現
実
に
藩
内
を

探
し
た
ら
あ
っ
た
の
で
す
か

ら
、そ
ん
な
に
で
た
ら
め
で

も
な
か
っ
た
の
で
す
。こ
こ

で
重
要
な
こ
と
は
、宗
衍
の

出
雲
を
売
り
込
ま
ん
と
す

る
積
極
性
で
す
。謙け

ん

譲じ
ょ
う

を

も
っ
て
美
徳
と
す
る
出
雲

人
気
質
を
、リ
ー
ダ
ー
は
打

ち
破
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

宗
衍
の
知
ら
れ
ぬ
一
面
が
の

ぞ
い
て
い
る
逸
話
で
す
。

松江藩には雲
うん

陽
よう

秘
ひ

事
じ

記
き

という奇書があ

ります。何時、誰が著したか分かりません

が、松江藩
はん

松
まつ

平
だいら

家初代直
なお

政
まさ

から六代宗
むね

衍
のぶ

の時代までが取り扱われ、後、八代斉
なり

恒
つね

ま

でが追記されています。内容は藩主の逸

話、家臣の勲
くん

功
こう

譚
たん

、寺社縁
えん

起
ぎ

、奇
き

聞
ぶん

伝説、

その他巷
こう

間
かん

の世間話等々、多岐にわたっ

ていますが、虚
きょ

実
じつ

混
こん

淆
こう

の憾
うら

みがあるとは

いえ、よく吟
ぎん

味
み

して読むと、松江藩の歴史

の深
しん

叢
そう

に分け入ることができます。藩主の

私行を暴露したり、揶
や

揄
ゆ

したりした部分が

あり、そのため公にせず、お互いに書写し

て密
ひそ

かに閲覧していたものと思われます。

したがって、版本は見当たらず、多数の写

本が図書館や個人宅で保管されていま

す。収録されている話は約二百話にも及

びます。これから毎号、その中から興味あ

るものをご紹介したいと思います。

第 1話

宗
む ね

衍
の ぶ

の自慢

松
江
歴
史
館

名
誉
館
長

藤
岡 

大
拙
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堀
ほり

尾
お

忠
だた

晴
はる

書
しょ

状
じょう

（令和2年度 購入）

山
やま

口
ぐち

半
はん

六
ろく

関係資料
（令和2年度 寄贈）

美
み

保
ほの

関
せき

沖事件関係資料
（令和元年度 寄贈）

寛
かん

永
えい

10年（1633）7月2日付で、松江藩主堀尾忠晴
が石

いわ

見
み

銀
ぎん

山
ざん

奉
ぶ

行
ぎょう

の竹
たけ

村
むら

貞
さだ

清
きよ

·万
かず

嘉
よし

父子に宛てた
書状です。内容は、幕府からの巡

じゅん

検
けん

使
し

が無事に石
いわ

見
みの

国
くに

を通過し隠
お

岐
きの

国
くに

に向かったという情報提供
に感謝し、来年の将軍徳

とく

川
がわ

家
いえ

光
みつ

の上
じょう

洛
らく

が早まりそ
うだと伝えています。忠晴は、この2か月後の9月
20日に江戸で死去します。忠晴が出した現存する
最後の書状であり、江戸での忠晴の動きや、山陰
の情勢を知ることができる貴重な資料です。

山口半六（1858-1900）は、重要文化財である
第四高等中学校（金沢市）や第五高等中学校
（熊本市）を設計した明治を代表する建築家
です。松江藩士山口軍

ぐん

兵
べ

衛
え

の子として松江で
生まれました。当館で令和元年に松江藩士山
口家を特集する特別展を行い、半六の子孫の
方から写真等を含む資料の寄贈を受けまし
た。紹介する写真は、晩年（41才）の半六と明
治27年（1894）に写した山口家の家族写真で
す。家族写真には2歳の山口多

た

聞
もん

（海軍中将、
半六の甥

おい

）の姿もあります。

昭和2年（1927）8月24日夜中、松江市美保関の沖合
において無灯火で軍事演習を行っていた大日本帝
国連合艦

かん

隊
たい

60余隻
せき

のうち軍艦４隻が衝突し、119名
の死者と多数の負傷者を出しました。2年後、美保関
町民らの義援金により、美保関五本松公園に日本
海軍を象徴する軍艦マスト型の慰

い

霊
れい

塔
とう

が建設さ
れ、戦後「平和祈念塔」と名を変え現存しています。
事件当日からの関連資料一式で、遺族から提出され
た101名分の遺影もあります。元松江観光文化プロ
デューサーの高橋一

かず

清
きよ

氏から寄贈を受けました。

松
江
歴
史
館
で
は
、
歴
史
資
料

や
美
術
作
品
な
ど
を
中
心
に
、

収
集
方
針
に
基
づ
い
て
資
料
の

収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
松
江

市
域
あ
る
い
は
江
戸
時
代
の

出い
ず
も
の
く
に

雲
国
の
歴
史
や
文
化
を
語
る

上
で
欠
か
せ
な
い
資
料
、
そ
し

て
山
陰
地
域
さ
ら
に
日
本
ま
た

は
世
界
の
歴
史
や
文
化
に
と
っ

て
重
要
な
資
料
な
ど
が
地
域
か

ら
失
わ
れ
る
の
を
防
ぎ
、
後
世

へ
受
け
継つ

ぐ
と
と
も
に
、
そ
の

価
値
を
調
査
・
研
究
・
展
示
に

よ
っ
て
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

美
保
関
沖
で
起
こ
っ
た

軍
事
演
習
中
の
悲
劇

堀
尾
忠
晴
が
遺
し
た

現
存
す
る
最
後
の
書
状

松江が生んだ明治時代
の建築家の資料

甥
・
多
聞

山
口
半
六

弟
・
鋭
之
助

（
物
理
学
者
）

兄
・
宗
義

（
財
務
官
僚
）

6
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出雲弁で「わたしたちの地域に何があるの？」
という意味。

松江歴史館は、松江市域ゆかりの歴
史資料や美術作品を多数収蔵してい
ます。このシリーズでは、収蔵資料
や近年調査した資料などを地域ごと
に紹介します。今回は布志名焼につ
いて館蔵資料を基に紹介します。

宍
道
湖
畔
の
風ふ

う

光こ
う

明め
い

媚び

な
地·

玉た
ま

湯ゆ

町ち
ょ
う

布ふ

志じ

名な

（
松
江
市
玉
湯

町
）
に
は
、
江
戸
時
代
よ
り
続
く

布
志
名
焼
が
あ
り
ま
す
。
薄う

す

黄き

色い
ろ

の
釉ゆ

う

薬や
く

が
か
か
っ
た
陶
器
で
よ

く
知
ら
れ
て
お
り
、
松
江
市
民
の

み
な
さ
ん
の
お
家
に
も
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
布
志
名

焼
の
窯
は
、
元
々
か
わ
ら
け
な
ど

を
焼
い
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
江

戸
時
代
後
期
に
松
江
藩
松
平
家

七
代
藩
主·

松ま
つ

平だ
い
ら

治は
る

郷さ
と

（
号 

不ふ

昧ま
い

）
の
指
導
に
よ
っ
て
土つ

ち

屋や

窯が
ま·

永な
が

原は
ら

窯が
ま

が
発
展
し
、
楽ら

く

山ざ
ん

窯が
ま

（
松

江
市
西
川
津
町
）
の
楽
山
焼
と
と

も
に
藩
主
お
好
み
の
茶
陶
な
ど

を
作
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
藩
お
抱
え
の
窯
だ
け
で
な
く

民
間
の
窯
も
あ
り
日
用
陶
器
な

ど
を
製
作
し
発
展
し
て
い
き
ま

す
。
明
治
時
代
に
な
る
と
藩
の
庇ひ

護ご

が
な
く
な
り
ま
す
が
、
輸
出
陶

器
な
ど
の
需
要
に
よ
っ
て
明
治

時
代
後
期
に
か
け
て
布
志
名
焼

は
た
い
へ
ん
栄
え
ま
し
た
。

当
館
が
所
蔵
し
て
い
る
資
料

「
出い

ず
も雲

国こ
く

産さ
ん

布ふ

志じ

名な

焼や
き

沿え
ん

革か
く

取と
り

調し
ら
べ

事じ

項こ
う

」（
明
治
三
十
七
年

〔
一
九
〇
四
〕、
図
3
）
は
、
布
志
名

焼
各
窯
の
古
老
た
ち
に
窯
の
沿

革
や
現
況
を
聞
き
書
き
し
た
資

料
で
、
松
江
商
業
学
校
の
生
徒
が

卒
業
を
記
念
し
記
録
を
試
み
た

も
の
で
す
。
各
窯
の
伝
来
の
み
な

ら
ず
材
料
の
土
の
産
地
、
釉
薬
の

開
発
者
な
ど
に
も
触
れ
ら
れ
て

い
ま
す
。
本
資
料
は
さ
ら
に
明
治

三
十
四
年
度
の
収
支
額
や
、
外
国

へ
の
輸
出
の
状
況
が
詳
し
く
記

さ
れ
て
い
る
点
が
貴
重
で
す
。

最
盛
期
の
明
治
二
十
八
年

（
一
八
九
五
）
に
は
十
八
軒
あ
っ

た
窯
元
も
、
大
正
時
代
以
降
の
全

国
的
な
不
況
の
影
響
等
で
統
廃

合
や
廃
業
に
迫
ら
れ
、
当
時
か

ら
あ
る
窯
は
現
在
は
雲う

ん

善ぜ
ん

窯が
ま

と

灘な
だ

舩ふ
な

木き

窯が
ま

の
み
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
も
大
正
時
代

に
湯ゆ

町ま
ち

窯が
ま

が
創
業
し
、
昭
和
に
入

り
民み

ん

藝げ
い

運
動
に
関
わ
る
な
ど
新

た
な
盛
り
上
が
り
も
見
せ
て
い

ま
し
た
。
今
で
も
伝
統
を
受
け
継

ぎ
な
が
ら
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の

陶
器
を
生
み
出
す
な
ど
、
島
根
県

を
代
表
す
る
工
芸
品
の
ひ
と
つ

と
し
て
布
志
名
焼
は
作
ら
れ
続

け
て
い
ま
す
。

（図１）生け花用の水盤。黄
おう
釉
ゆう
だ

けでなくこのような呉
ご
須
す
釉
ゆう
も布

志名焼では使われました。「布
志名焼青

せい
釉
ゆう
水
すい
盤
ばん
」永原与蔵作

（江戸時代後期、当館蔵）

（図２）明治34年頃に作られ
た黄

おう
釉
ゆう
の花瓶で、宮家の北

きた

白
しら
川
かわ
家が所蔵していました。

「布志名焼龍図花瓶」若山印
（明治時代後期、当館蔵）

（図３）明治後期に布志名焼の
沿革を聞き取りした貴重な資
料。「出雲国産布志名焼沿革取
調事項」（明治37年、当館蔵）

（図４）布志名焼の日用陶器は松江の各家庭で好まれ
ました。「布志名焼飴

あめ
釉
ゆう
手あぶり」（当館蔵）「布志名

焼色絵甕
かめ
図徳
とっ
利
くり
」（製陶舎印、明治時代、当館蔵）

松江歴史館では、令和４年度春に出雲地方の民藝に関する企画展を予定しています。


